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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文の主要な貢献は以下の３点にあると認められる。第１には、これまで個別に分析されてきた中央政府、地方
政府、社会保障基金に関し、それぞれの間の移転に注目し、政府部門全体としての影響を把握し財政の持続可能性を
議論した点である。また、第２に、よくシミュレーションに用いられる単純な財政シミュレーションと多世代重複ラ
イフサイクル一般均衡シミュレーションという異なった分析を対比させ、単純な財政シミュレーションに潜む問題点
を明らかにしたことである。第３に、地方分権への実質的なファースト・ステップになるかと思われた「三位一体の
改革」の効果に関し、実証的に明らかにしたことである。得られた結果は全体として、これまでになされた分析とは
異なる興味深い成果を挙げており、現実の政策形成への貢献も大きい。以上のことから、本論文は博士（経済学）の
学位に十分に値するものと判断する。 
